	情報提供依頼書　RFI (Request For Information)

	基本情報

	事業名
	入札業者管理システム

	担当者
	所属
	契約検査課
	氏名
	名嘉眞　悠

	
	連絡先
	内線4513
	E-Mail
	keiyaku@city.urasoe.lg.jp

	記入日
	令和8年5月22日

	依頼趣旨

	本依頼は、システム導入によって本市の課題解消を図るべく、民間企業が保有する最新の技術動向、導入実績、概算費用等の情報を収集し、仕様書策定の参考とすることを目的としています。
 ※本依頼は情報収集を目的とするものであり、将来の契約を約束するものではありません。


	事業の目的

	【誰が、何が（対象）】

	事業の目的を対象・意図・結果の３要素に区分し、その対象を記述します。

	契約検査課では、他課からの指名競争入札に関する入札執行依頼（特に建設関係の工事・委託）に対して、指名選定委員会の事務局、および、入札・契約手続きを行っている。当該システムは、登録業者の管理、指名業者へ通知、入札執行、契約締結等の手続きを保管するために利用するシステムである。


	【抱えている課題やニーズ】

	対象者の抱えるニーズや課題をその背景（環境変化）を記述します。

	■現在のシステムを使い続ける上での課題

① IDとPASSを附番すれば他課の職員でも使用できるシステムにしてはいるが、契約手続きの一元管理のため現在は契約検査課職員のみが使用している状況である。
② 競争入札参加資格申請を行った業者を登録する際には、１社ずつ手入力で行っている。建設関係の場合、約1,000件であるため作業量が膨大であり職員負担が大きい。
③当該システムでは、今後計画している電子入札・電子契約との連携が厳しそうである。


	という状態を

	【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】

	この事業を行い、対象に働きかけることで、対象をどういう状態にしたいかを記述します。

	■新しいシステムの利用目的

① 他課の職員が当該システムを使用できる仕組みづくりが出来れば、制限付き一般競争入札でも通知作業や契約作業の効率化ができるかと思われる。
② 登録作業において、データ取込を一括登録できるようになれば、もっと楽に作業が行えるかと思われる。
③ 別システム導入も視野にいれる必要がある。


	という状態にします。




	要件定義

	【想定利用環境】

	想定される利用者、機器および機能等を簡潔に記述します。

	［選択事項］

電子入札、電子契約に関するシステム
■利用環境　：　LGWAN系　　or　　インターネット系
■対応OS　：　未定
■利用者　：　未定（庁内および入札業者）　
■想定作業　：

現在は対面にて入札を行っているが、沖縄県およぶ他市の事例を参考に、電子入札が可能なシステムを導入したい。


	【機能要件】

	求められる機能を必須機能とオプション機能に分けて記述します。

	調整中


	【その他の前提条件】

	その他、検討する際に参考になる事項があれば記述します。

	調整中





	提案書に盛り込んでほしい情報の項目

	・企業概要（同規模自治体への導入実績、保守体制）
・製品・機能の特徴（標準機能の範囲、独自強み、他システム連携）
・標準的な導入スケジュール（要件定義〜稼働開始までの期間）
・概算見積り
・初期構築費用（データ移行、カスタマイズ含む）
・運用保守費用（月額・年額）
・ライセンス体系、認証連携

・サービスレベル、保守体制
・その他提案（BPRの提案や、最新技術の活用案など）


	〇回答期限：令和８年6月30日（火） 17時必着
提出方法：電子メールにて[keiyaku@city.urasoe.lg.jp及びjoho@city.urasoe.lg.jp]宛に送付
提出書類：情報提供回答書（様式任意）、製品パンフレット、構成図等の補足資料、等
質問の受付：令和8年6月19日(金)までに上記メールにて受付
〇留意事項
本RFIに要する費用は、すべて提供者の負担とします。
提供いただいた資料は、当庁内での検討にのみ使用し、機密を保持します。ただし、公文書公開請求があった場合は、貴社と協議の上で対応します。



↑　上記は「現在保有しているシステム」の状況を記しています。





↑　上記は「今後の新たなシステム」の状況を記しています。
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